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TC-ECMの活動

持続発展が可能な社会の

構築を目指して

材料施工委員会 RILEM小委員会


　RILEM TC-ECM（“環境共生建設材料･システム”委員会）は、2001年9月のシュトゥットガルト総会で設置が認められた。それを受け、2001年10月に東京において、ベルギーのゲマート教授、日本大学の大濱教授、筆者、民間の技術者や専門家がTC活動の準備会を持ち、その骨子を取りまとめた。

TCは、第一回2002年4月東京、第二回2002年9月ローマ、第三回2003年9月リスボン、第四回2004年4月ライプチッヒで、それぞれ開催された。本TCへの委員参加国は、ベルギー、イタリア、英国、ドイツ、スペイン、日本であり、通信委員として、スイスやシンガポールなどから研究者が参加している。本TCは、これまでの活動状況が良好と認められ、昨年のRILEMウイークでの技術委員会において、「192番」が付けられ、RILEMの正式記録に残るTCとして認可がなされた。

現在、本TCは、筆者が委員長、ベルギーのゲマート教授が代表幹事、足利工業大学の今本先生が日本国内の代表幹事を、それぞれつとめている。今本先生はシンポジウム代表幹事（シンポジウム･セクレタリィ）である。

本TCの活動の柱は二つある。ひとつは、2004年9月、日本における“RILEMウイーク”の初日と二日目を使ったRILEMシンポジウムの開催であり、他のひとつは、環境共生に資する建設材料や建設システムに関する研究のステート･オブ･ジ･アート･レポートの作成である。

　本TCでは、持続発展が可能な社会の構築を目標に、地球資源の有効利用や廃棄物の再利用をはじめ、関連する各種研究のレビューを行っている。建築物を長寿命化する研究のレビューも行っている。

　本TCでは、①天然資源の活用、②廃棄物の再使用、③環境共生材料･構法、④環境評価、⑤光触媒などを対象領域としている。参加各国でそれぞれ内容が異なるところはあるが、これまでのところ、これらに関する普遍的な事柄が抽出されつつある。

また、2004年9月のRILEMシンポジウムでは、これら領域における、世界最新の情報が紹介される。

シンポジウムの開催日時、場所については、RILEM小委員会ホームページ（http://news-sv.aij.or.jp/zairyou/s3/）のほか、本誌4月号p.87などに掲載している。本会会員各位におかれては、ふるってご聴講をいただけたら幸いである。
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